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昭和41年(1月末）昭和46年(1月末）昭和51年C1月末）
2,815人 2,330人 2,075人

2,939人 2,345人 2,147人
5,754人 4,675人 4,222人

1,257世帯 1,180世帯 1,098世帯

転入した人
転出した人

ま
ち
を
緑
に
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（説明）愛の巣箱つくりで「大切に運動」の精神を（岩谷小で）

協 中 協 町 協 中

（
「
大
切
に
」

生 生

宮
本
伊
藤
桜
田

お
誕
生
お
め
で
と
う

小

藪

久

保

福

盛

さ

ん

三

男

浩
昭
ち
ゃ
ん

冨
永
建
夫
さ
ん
三
女

順
子
ち
ゃ
ん

谷
田
善
和
さ
ん
二
女

和
恵
ち
ゃ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

野
曽
根
チ
ョ
ノ
さ
ん

(82
オ）

カ
子
さ
ん

(78
オ）

鉄
男
さ
ん

(55
オ）

国
友
さ
ん

(71
オ）

福
明
さ
ん

(54
オ）

熊
夫
さ
ん
(75
オ）

生

中
田

野

上
田

敷

水

月
野
尾

運
動

（大谷小で）

現
在
の
社
会
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
さ
中
に
あ
り
、
混
乱
し
て
い
ま
す
。
教

育
は
、
こ

の
社
会
の
変
化
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
教
育
は
、
社
会

に
適
応
し
、
社
会
を
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
肱
川
町
の
教
育
か
ら
、
学
校
教
育
の
一
端
を
み
て
み
ま
し
た
。

肱
川
町
の
昭
和
五
十
年
度
の
化
と
非
行
防
止
の
徹
底
゜

学
校
教
育
方
針
は
、
全
人
教
育
●
「
大
切
に
」
運
動
へ
の
積

を
基
盤
と
し
て
、
教
育
は
常
に
一
極
的
参
加
と
実
践
゜

未
来
を
選
択
し
、
創
造
す
る
も
●
学
校
施
設
設
備
の
整
備
充

の
で
あ
る
と
い
う
基
本
理
念
の

実

立
場
か
ら
、
豊
か
な
人
間
性
の
等
を
定
め
、
新
し
い
社
会
、
文

育
成
を
図
る
学
校
教
育
の
充
実
化
の
創
造
と
発
展
に
寄
与
す
る

を
強
く
進
め
て
い
ま
す
。
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
重
点
目
標
と
し
て
ま
た
、
地
域
性
を
生
か
し
た

●
自
主
創
造
性
の
育
成
と
個
学
校
経
営
の
方
針
を
も
と
に
、

性

、

能

力

の

伸

長

。

各

小

・

中

学

校

で

は

、

そ

れ

ぞ

●
豊
か
な
情
操
と
道
徳
的
実
れ
に
、
地
域
の
実
情
を
考
え
、

践

力

の

か

ん

養

地

域

性

を

生

か

し

た

特

色

あ

る

●
児
童
生
徒
指
導
体
制
の
強
学
校
経
営
を
し
て

い
ま
す
。

祖
先
を
敬
お
う
。

一
ヽ
ー・・・9
星

三
月
の
目
標
）

郷土愛にもえる
．．．．．．．．．―・大谷小学校・

教
職
員
は
、

--<>O<:>--

京
の
森
を
北
に
仰
ぐ
高
台
に
学
校
や
地
域
の
実
態
を
よ
く
考

ぇ
、
ま
ず
巾
広
い
研
修
と
職
場

あ
る
こ
の
学
校
は
、
昨
年
、
念

願
の
学
校
プ
ー
ル
が
完
成
し
の
明
る
い
人
間
関
係
の
増
進
を

体
力
づ
く
り
に
効
果
が
出
て
ぎ
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家

ま

し

た

。

庭

と

の

緊

密

な

連

絡

の

も

と

に

目
標
は
、
・
健
康
で
明
る
い
自
主
的
で
、
健
康
で
あ
た
た
か

子
・
仲
よ
く
協
力
で
き
る
子
．
ぃ
心
情
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
子
の
育
に
全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。

成

で

す

。

（

児

童

数

一

〇

六

人

、

教

職

員

そ

の

た

め

に

、

九

人

）

誕のてる校いす子 し校 じさるび来と誕
生そ‘かの°機どな長さをこ‘たう生 --,
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一

日

）

に

進

捗

中

。

(
1
月
23
日）

i

〇
養
蚕
婦
人
部
、
セ
ン
タ
ー

編

さ

ん

理
事

会

。

―

で
冬
の
管
理
講
習
。
春
蚕
に

0
「
路
側
に
白
線
を
」
、
-

i

ー
集
音
マ
イ
タ
ー

~
〇
救
急
車
初
出
動
。

(
1月
む
け
て
ス
タ
ー
ト
。

(1
月
「
道
路
工
夫
さ
ん
に
感

謝
、
た
~
一

-
2

日
）

1
3日
）

．

だ
し
町
の
指
導
不
足
も
あ
—

一ロ
〇
仕
事
は
じ
め
、
全
職
員
役

0
「
町
民
の
立
場
に
た
っ
て
る
」
、
「
税
を
公
正
に
」
等
々
i

i

場
階
上
に
集
合
。
き
び
し
し
な
か
な
か
よ
く
や
っ
と
る
」
意
見
活
ば
っ
、
と
く
に
女
性
一

：
状
況
に
応
じ
て
、
一
段
の
努
。
と
横
田
蹄
落
長
代
表
よ
り
の
発
言
多
出
。
大
谷
地
区
懇
一

二
ル
を
誓
う
。

(
1
月
5
日
）
お
厄
め
に
あ
ず
か
る
。
職
員
談
会
。

(
1
月
25
日）

i

一0

「
農
林
業
振
興
で
意
志
の
一
同
恐
し
ゅ
く
。
部
落
長
0
高
校
裏
の
橋
か
け
か
え
工
—

事
発
注
決
定
。

町
道
維
持
管
i

一

一

地
元
―

こ
一
と
協
力
を
」
町
、
農
協
‘
会
。

(
1
月
21
日）

。
臨
時
~

一
森
組
職
員
合
同
研
究
会
開
〇
保
養
セ
ン
タ
ー
開
所
四
周
理
規
程
も
大
巾
改
正
、

9

く。

(1
月
7
日

）

年

記

念

書
道

コ
ン
ク
ー
ル

審

負

担

の
軽
減
き
ま
る

i
O女
子
二
二
人
、
男
子
ニ
ニ
査
会
、
雪
に
か
こ
ま
れ
た
セ
議
会
。

(
1
月
27
日）

i

0
米
飯
給
食
、
週
二
回
実
施
-

を
研
究
す
る
。
給
食
審
議
会
匹

[
人
め
で
た
く
成
人
式
。
以
前
ン
タ
ー
で
。
諸
先
生
の
熱
心

一

匹
の
成
人
者
よ
り
お
と
な
し
し
な
討

議
を
経
て
入
賞
き
ま

一
の
が
目
だ
っ
。

(
1
月
15
日
）
る
。
カ
タ
カ
ナ
に
弱
い
。
高

(
1
月
29
日

）

一

二
尻
ー
プ
ミ
ラ
ー
要
望
か
所
学
年
は
高
学
年
だ
け
の
ね
う
0
旧
正
月
。
次
第
に
生
活
の
~

ち
あ
り
、
と
の
評
。

(
1
月
中
か
ら
姿
を
消
し
て
、
名
の
i

22
日

）

み

に

な

り

つ

つ

あ

る

。

(1

-

ー
の
調
査
実
施
。
八

0
か
所
中

-
県
道
分
を
の
ぞ
き
三

0
か
所

：
を
第

一
次
決
定
。

(1
月

16

0
町
誌
へ
ん
さ
ん
事

業

順

調

月

31
日）

i

‘‘、9ー、、、、、l9‘、、、、“,
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一
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（
説
明
）
中
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
ス
タ
ー
ト

:
'
~
:
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2ピ
子校

頭
張
り
や
の
率
谷
小
[

：
敬
愛
・
自
主
4

練
磨
の

・

一

肱

川

中

学

校

―

―

i
-
•翠
-ー
-
＿
支
―
―
旦

本
町
に
唯
一
の
肱
川
中
学
校
引
続
ぎ
、
体
力
づ
く
り
と
生
徒

は
、
統
合
十
五
年
の
間
に
築
か
達
自
ら
考
え
だ
し
た
ハ

ッ
ピ
ー

れ
た
素
晴
し
い
伝
統
を
受
け
っ
運
動
を
続
け
、
さ
ら
に
、
正
し

ぎ
、
心
身
共
に
健
全
な
生
徒
の
い
判
断
力
を
育
成
す
る
た
め
、

育
成
を
め
ざ
し
、
調
和
と
統
一
学
力
の
向
上
を
強
く
進
め
て
い

の
と
れ
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
ま
す
。

て
る
こ
と
を
目
標
に
、
自
主
的
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
社
会

で
あ
た
た
か
い
心
情
を
も
つ
、
を
担
う
子
ど
も
に
は
、
自
主
的

た
く
ま
し
い
生
徒
づ
く
り
に
頑
な
行
動
力
、
多
く
の
情
報
を
処

張

っ

て

い

ま

す

。

理

で

ぎ

る

正

し

い

判

断

力

そ

し

昨
年
度
は
、
県
の
体
育
指
定
て
、
創
造
す
る
豊
か
な
思
考
力

校
と
し
て
「
体
力
づ
く
り
」
に
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
達

よ
り
、
自
主
性
と
運
動
能
力
の
成
の
た
め
、

教
職
員
は
、
自
覚

伸
長
、
さ
ら
に
、
た
く
ま
し
い
と
使
命
感
に
も
え
家
庭
的
な
親

意
志
力
、
実
践
力
を
育
て
る
教
和
、
協
力
、
団
結
を
図
り
な
が

育
に
、
教
職
員
と
生
徒
が
一
体
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か

ま

と

な

り

、

素

晴

し

い

成

果

を

上

し

て

い

ま

す

。

（

生

徒

数

二
四

夢
＿
山
な
み
の
緑
あ
か
る
＜
大
銀
一
服
す
る
斬
新
的
な
教
育
が
根
を
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
も
、
一
人
、

教
職
員
十
四
人

の
＿
杏
深
く
根
を
は
る
。

わ
ぎ
水
湧
お
ろ
し
、
強
く
推
進
さ
れ
て
い

来
き
、
我
が
親
の
命
っ
た
え
し
岩
ま
す
。

言

二

巳

。

「

人

の

道

求

め

て

生

尺

累

贔

尉

瓢

闘

地

域

に

根

ざ

し

た
：

一

学

校

つ

く

り

を

．‘.
＂ロ

と

岩
谷
は
、
児
童
数
が
減
少
し
か
し
た
、

生
ぎ
生
き
と
し
た
学

＇

に
二
つ
の
複
式
学
級
が
あ
り
ま
習
指
導
と
明
る
＜
美
し
い
整
然
目
を

今
日
、
学
校
と
地
域
社
会
が
そ
の
過
程
で
、
子
ど
も
達
が
、

ら
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
達
は
、
と
し
た
環
境
づ
く
り
は
、

生
活
を
見
つ
め
、
高
め
よ
う
と

子
非
常
に
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
見
は
り
ま
す
。

、
す
る
意
欲
や
探
究
心
が
芽
生
え

の
ま
す
。
今
年
は
、
学
校
プ
ー
ル
家
庭
、
地
域
と
の
連
け
い
よ
大
ぎ
く
変
底
う
し
て
い
る
中
で

健
全
な
心
身
が
育
ち
ま
す
。
さ

こ
も
完
成
し
ま
し
た
。

ろ

し
ぎ
を
得
て
、
岩
谷
は
、
ま
学
校
は
地
域
か
ら
孤
立
し
て
し

ら
に
、
地
域
を
生
か
す
教
育
活

）
．
よ
く
考
え
・
自
ら
進
ん
で
す
ま
す
の
び
て
く
る
こ

と
で
し
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

学

明

動
を
通
じ
て
、
学
校
と
父
母
、

説
行
い
・
み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る
ょ
う
。
（
児
童
数
四
十
一
人
‘
校
は
、
個
性
が
失
わ
れ
画
一
的

地
域
住
民
が
結
び
合
い
、
と
も

（

子

を

目

標

に

、

へ

ぎ

地

性

を

克

教

職

員

六

人

）

に

な

っ

て

き

た

と

も

い

わ

れ

ま

に
教
育
を
高
め
て
い
く
体
制
が

す
。
し
か
し
、
肱
川
町
に
お
け

を
目
標
に
、
教
職
員
は
、
ま
ず
る
学
校
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
育
ち
ま
す
。

-
．
緑
の
丘
に
心
を
結
ぶ
＿
」
｀
健
康
て
、
子
と
も
を
愛
し
、
研
鱈
直
疇
喜
冒
這

□〗□
けt謬
昇
嘉
噂
悶

―
-
｝
-
＿
ー
：
ー
｀

□

＿
-
．
ぷ
予
子
林
小
学
校
文
〖
〗
尻
創
造
す
る
教
師
と
な
り
、
す
麟
麟
会
と
の
連
け
い
の
も
と
に
家
庭
、
地
域
社
会
が
、
そ
れ
ぞ

へ
て
の
も
の
を
大
切
に
す
る
あ
し
て
い
る
こ
と
は
よ
ろ
こ
れ
の
役
割
を
分
担
し
、
互
い
に

目
標
を
、
・
よ
く
考
え
る
子
を
歩
く
」
を
深
化
さ
せ
、
「
教

-.-
-.-

•• 
＿＿ 

・

助

け

合

う

子

・

頑

張

り

ぬ

く

壇

で

子

ど

も

と

勝

負

し

よ

う

」

ば

し

い

こ

と

で

す

。

連

け

い

を

強

め

、

一

貫

し

て

子

子
の
三
点
に
お
い
て
い
ま
す
。
を
合
言
葉
と
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
を
受
け
た
緑
の
の
節
に
、
今
年
は
、
新
た
な
発
た
た
か
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
た
ど
も
の
教
育
に
あ
た
ら
な
け
れ

そ
し
て
、
目
標
の
効
果
的
達
子
ど
も
と
父
母
と
教
職
員
が
丘
、
こ
れ
仕
ど
、
恵
ま
れ
た
環
想
に
よ
る
へ
き
地
教
育
の
実
を
て
い
ま
す
C

予
子
林
の
子
は
、
め
の
教
育
は
、
ま
ず
、
子
ど
も
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

緑
の
丘
に
固
く
●
を
結
び
合
い
の
生
活
と
そ
の
舞
台
で
あ
る
地
学
校
を
地
域
に
開
き
、
と
も

域
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
始
に
、
『
子
ど
も
の
人
間
性
の
育
成

成
を
め
ざ
す
に
は
、
ま
ず
、
教
相
互
に
信
頼
と
敬
愛
に
満
ち
て
境
を
も
つ
学
校
も
め
ず
ら
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
も
、
複
式
学
級
が
二
つ
元
気
で
す
。
（
児
童
数
三
十
六
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
活
に
協
力
し
あ
う
体
制
を
つ
く
る

師
が
、
使
命
感
を
確
立
し
、
子
愛
の
学
校
づ
く
り
に
一
丸
と
な
い
。

ど
も
の
た
め
に
「
こ
の
道
よ
り
っ
て
い
ま
す
。
（
児
童
数
一
六
昨
年
は
、
開
校
百
年
記
念
事
あ
り
ま
す
が
、
・
明
る
＜
強
く
人
、
教
職
員
五
人
）
動
の
中
に
、
地
域
の
自
然
が
、
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り

我

が

生

か

す

道

な

し

、

こ

の

道

六

人

、

教

職

員

十

二

人

）

業

が

実

施

さ

れ

、

そ

れ

を

一

っ

ー

・

よ

く

考

え

る

・

仲

の

良

い

子

社

会

が

、

文

化

が

生

か

さ

れ

、

ま

し
ょ
う
。
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〇
農
業
委
員
会
で
は
毎
月

八
日
に
定
例
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

〇
農
地
の
交
換
分
合
、
売

買
、
賃
貸
借
、
融
資
な
ど

の
あ
っ
せ
ん
な
ど
も
含
め

農
業
問
題
に
つ
い
て
は
近

く
の
農
業
委
員
に
遠
慮
な

く
ご
相
談
下
さ
い
。

0
一
月
八
日
の
農
業
委
員

会
で
は
樹
木
な
ど
永
年
性

の
植
物
を
植
え
つ
け
る
と

き
の
基
準
に
つ
い
て
再
び

確
認
し
、
境
界
な
ど
の
紛

争
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
永
年
性
植
物
植
付
け
に
関

す
る
申
し
合
せ
」

一
、
（
目
的
）

こ
の
申
し
合
せ
事
項
は

農
地
な
ど
の
転
用
に
よ
り

永
年
性
の
樹
木
な
ど
を
植

え
付
け
す
る
と
き
、
隣
接

す
る
農
地
な
ど
の
所
有
者

と
紛
争
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
（
植
え
つ
け
す
る
場
合

の
境
界
か
ら
の
距
離
）

隣
接
地
の
境
界
よ
り
の

境
界
で
の
永
年
性
植
物
の

植
付
け
距
離
を
こ
存
じ
で
す
か
。

ー
農
業
委
員
会
ー

距
離
は
次
の
と
お
り
と
す

る。ll造
林
を
目
的
と
し
て
植

樹
す
る
と
き
は
境
界
か
ら

四
屈
以
上
と
す
る
。

②
果
樹
園
（
栗
、
柿
な
ど

）
を
目
的
と
し
て
植
樹
す

る
時
は
境
界
か
ら
三
認
以

上
と
し
、
境
界
を
越
す
も

の
は
切
り
除
く
こ
と
J

③
隣
接
地
が
山
林
の
場
合

境
界
か
ら
一
認
以
上
と
す

る。三、
（
影
切
り
）

農
地
な
ど
の
保
護
を
目

的
と
し
た
影
切
り
は
隣
接

の
土
地
所
有
者
と
充
分
に

話
し
合
い
相
互
理
解
の
も

と
に
農
産
物
生
産
上
支
障

の
な
い
よ
う
、
常
識
的
に

判
断
し
て
境
界
線
を
越
し

た
障
害
物
を
除
去
す
る
も

の
と
す
る
。

山
（
話
し
合
い
に
よ
ら
な

い
処
理
）
相
手
方
が
ど
う

し
て
も
話
し
合
い
に
応
じ

な
い
と
き
は
文
書
で
相
手

方
に
通
告
し
一
定
期
間

（
夜
ふ
か
し
や
テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
に
注
意
し
て

あ
な
た
の
目
を
き
れ
い
に
。
）

妊
婦
健
康
相
談

と
ぎ
三
月
十
日
、
十
三

時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

乳
児
健
康
相
談
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婦
人
が
ん
集
団
検
診

と
き
三
月
八
日
、
十
三

時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

対
象
三
十
才
以
上
の
方

で
昭
和
五
十
年
十

一
月
に
受
診
し
て

な
い
方

検

査

料

三

0
0円

受
診
申
込
方
法

地
区
の
婦
人
会
又
は
役

場
町
民
課
ま
で

申
込

i
切

二
月
末
日

三
月
十
五
日
（
月

）
十
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

と
き 人
権
法
律
相
談

（
三
十
日
間
）
を
経
て
除
去

す
る
。

三
、
（
適
用
除
外
）

こ
の
申
し
合
せ
は
す
で

に
特
殊
な
契
約
お
よ
び
慣

行
に
よ
る
関
係
者
間
の
取

り
決
め
な
ら
び
に
調
停
が

あ
っ
た
場
合
は
そ
れ
に
よ

る
こ
と
。

五
、
こ
の
申
し
合
せ
事
項

は
昭
和
四
十
七
年
八
月
一

日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

※
最
近
栗
な
ど
の
樹
木
が

道
路
上
（
町
道
な
ど
）
を

お
お
っ
て
交
通
の
じ
ゃ
ま

を
し
て
い
る
場
合
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
が
、
樹
木
な

ど
の
所
有
者
は
お
互
い
注

意
し
合
っ
て
常
識
的
に
判

断
し
て
交
通
の
じ
ゃ
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
除
去
し
て

下
さ
い
。

旧
軍
人
に

対
す
る
恩
給

等
に
つ
い
て

昨
年
法
改
正

が

行

わ

れ

ま
し
た
が
、

次
の
二
点
に

つ
い
て
相
談

所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
新

制
度
で
す
か

ら
該
当
者
は

利
用
し
て
下

、。
さ
し
◎
加
算
年
の

年
額
計
算

へ
の
算
入

要
件
の
緩

和実
在
職
年

の
年
数
が
四

十
年
未
満
の

旧
軍
人
、
又

は
旧
準
軍
人
及
び
そ
の
遺

族
で
七
十
才
以
上
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
六
十
五
才

以
上
に
年
令
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
。

◎
旧
軍
人
に
対
す
る
一
時
恩

給
等
支
給
範
囲
の
拡
大

兵
た
る
旧
軍
人
に
対
す

る
一
時
恩
給
等
、
引
き
続

く
実
在
職
年
が
三
年
以
上

七
年
未
満
の
兵
た
る
軍
人

又
は
そ

の
遺
族
に
対
し
一

時
恩
給
又
は
一
時
扶
助
料

が
支
給
さ
れ
る
。

日
時
二
月
二
十
七
日

（
午
前
十
時
ー
午
後
四

時）

会
場
大
洲
中
央
公
民
館

固
個
別
に
指
導
し
て
く
れ

恩給相談所が開が柑告ず

令
〗

月
十
七
日
、
十

三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

収
集
日
三
月
十
五
日

収
集
地
区
岩
谷
、
予
子

林

中
津
地
区
（
京
造
、
見

の
越
、
月
の
尾
部
落
）

※
収
集
日
の
前
日
中
に
所

定
の
場
所
ま
で
出
し
て

下
さ
い
。

と
き

二
月
二
十
五
日

福
田
、
堀
尾
相
談
員

三
月
五
日

谷
本
、
兵
頭
、
都
谷
相

談
員

三
月
十
五
日

宮
本
、
下
石
相
談
員

三
月
二
十
五
日

長
田
、
坂
本
相
談
員

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

時

間

九

時

ー

十

六

時

（
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議

会）
不
燃
物
の
収
集

心
配
こ
と
相
談

反な無 よ若的 尋
映る学部議ういに 一 ．， 常福
でしだ落員に時家 ．“;；三 g ， 小山
き自かのに思か畜 学さ
た分ら先出わな商 校ん
らの自輩たれりもりず婚十な四捕年軍し持つにぐをの
と考分達動る苦やなっ°三つか 虜余隊てちて出に卒経
思えのに機゜労つがとそ年た月生りに昭をかて‘業歴
つを勉勧は がてら農れ復°で活‘入和やら‘丁すを
た町強め 1 あい‘業い員昭終がそり十つ‘家稚る見
か政にら っる副をら後和戦三し‘七ただに奉とる
らにもれ た°業やい結二に年て三年り賃帰行すとネ品

はそー整内
され仕

ただ

‘れつ鍵農んる事 冒言讐璽冒璽鳳霞星こ まい 1 。山

五砂巴当喜菩蕊念合鬱ふべ てす 贔かぇ 義
懸ーけ町整が嫁 ‘-～と 之包・ 落な
命番のの備大さ 忍・．． 間こ
築原大°切ん 、`．．，．聟
ぃ大木き小だに 女；、；＂．9

連と

て事林な規 I お ・終＇ 怠ぎ： 胴誓
ぶ •. Iぷ？．々く 絡を

細'1：.[?k:：り- ・ヽ
来なの産模 と域 恣ふさ．入ヽ．：ドぐ；
たこ育物基福に
農と成の盤山惚
二．，，山 ：[ 

噸こ「：1.. y.‘ 落せ

族さ男生
ながろ・は分仕信 まだを自治調は端やす い に養業

五ん三委現
が‘--, ‘の事ま条-,| ＜ °持分が子でなめぐ農て I合成を

十と女員在
る家地自嫁にずに三生行何っで悪がき気てに産 I農わだ継

七長の長三
と庭域分さ惚‘し惚活かかてやい悪な持し飛物 業せ°い

才男父°期
思や←のんれ一てれのなにゃれとくいでまびの の`た資で

二親家目
う部に住に‘つい←信い頼る文な°はうつ値 取制金＜

る
協女°庭で

°落惚ん惚二にると条とる こ句るそ‘とき段 り度貸れ
気ゞ

生の現で‘
のれでれつは°いは思た とをとれ本い‘が くが付る

部四在は文
円るい ‘に‘ う Iうけ持はいすと当う下上 み殴で後

落人は‘教
満°る三は自 こ °でも、うぐ‘の中がが 方しも継

家奥二厚
にこと・つ‘分 と は大責よに少農途るる にい現者
つれこ・に自の を う事任り政し業半とと つ°実の

ぎな l<0な 目目も暴
はい借注保い
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う1尋ぎ 鑑確書用の者る利査料とつとを違三〇利般に業 の‘徳便
けの は をめのすよ の°息料‘なたき天反十・息常か者 進こ業乗
たい ‘ 押‘内るい留 とな手る金は引°銭三は識かや 出れ者し
とかよ さ白容°業意みど数°額‘ぎ-%―ら暴もにやて
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